
平成２２年 ３月定例議会号 

 

第
１
回
臨
時
会

 

２
月
17
日
開
会 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
一
般 

 

会
計
補
正
予
算 

（
第
７
号
） 

 

６
５
８
７
万
３
千
円
が
減
額
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
53
億
３
８
５ 

８
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
町
民
税
（
特
別
徴
収
） 

２
９
０
１
万
円 

・
固
定
資
産
税
現
年
度
課
税
分 

１
４
８
０
万
４
千
円 

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
交
付
金 

４
８
５
万
１
千
円
減 

・
土
地
・
建
物
売
払
収
入 

４
６
４
万
３
千
円 

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

１
億
１
１
０
０
万
円
減 

・
遠
軽
厚
生
病
院
医
療
機
器
等
整 

 

備
事
業
費
債 

 

７
５
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
議
会
議
員
に
要
す
る
経
費 

３
９
０
万
４
千
円
減 

・
障
害
者
自
立
支
援
費 

５
０
０
万
４
千
円
減 

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当 

４
２
６
万
６
千
円
減 

・
遠
軽
厚
生
病
院
医
療
機
器
等
整 

 

備
費
補
助
金 

７
５
２
万
５
千
円 

・
公
共
牧
野
に
要
す
る
経
費 

６
３
９
万
２
千
円
減 

・
町
有
林
整
備
事
業
に
要
す
る
経 

 

費 
 
 

４
９
９
万
２
千
円
減 

・
町
道
維
持
補
修
及
び
除
雪
に
要 

 

す
る
経
費 

１
４
３
７
万
９
千
円 

・
遠
軽
地
区
広
域
組
合
負
担
金 

１
０
１
４
万
円
減 

・
武
道
館
温
水
プ
ー
ル
燃
料
費 

４
４
８
万
９
千
円
減 

□
佐
呂
間
町
新
規
就
農
者
誘
致 

 
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例
の 

遠
軽
厚
生
病
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
機
器 

更
新
等
に
か
か
る
補
助
金
と
し
て 

７
５
２
万
円
を
計
上
！ 

・
佐
呂
間
町
公
共
下
水
道
特
別
会 

 

計
繰
出
金 

１
２
７
０
万
円
減 

・
佐
呂
間
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業 

 

特
別
会
計
繰
出
金 ６

３
５
万
円
減 

 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
公
共 

 

下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算 

 

補
正
予
算 

 

（
第
４
号
） 

 

財
源
変
更
に
よ
り
、
歳
入
歳
出 

予
算
の
総
額
に
増
減
な
し
。 

 

□
平
成
21
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補 

 

正
予
算 

 
 

（
第
３
号
） 

 

２
４
０
万
円
が
減
額
さ
れ
予
算

の
総
額
が
２
億
１
４
１
０
万
円
に 

な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
料 

３
０
０
万
円
減 

・
一
般
会
計
繰
入
金 ６

３
５
万
円
減 

・
前
年
度
繰
越
金 

６
９
５
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
燃
料
費 

 
 

２
４
０
万
円
減 

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

 

に
つ
い
て 

 

新
規
就
農
者
誘
致
に
関
す
る
特

別
措
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
12
月
定
例
会
で
産
業
文
教

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

が
、
１
月
25
日
開
催
の
委
員
会
審

査
で
は
原
案
可
決
と
決
定
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
も
可
決
と
な
り 

ま
し
た
。 

 

 第１回臨時会が２月１７日に開催され、一般

会計補正予算のほか３件の議案審議を行い、い

ずれも原案のとおり可決しました。  

・審議した議案 

□
平
成
22
年
度
酪
農
畜
産
政
策 

 

価
格
対
策
に
関
す
る
意
見
書 

 

の
提
出
に
つ
い
て 

 
 

北
海
道
の
酪
農
・
畜
産
に
つ

い
て
は
、
取
引
乳
価
の
引
き
上
げ

が
あ
っ
た
も
の
の
、
配
合
飼
料
価

格
の
高
止
ま
り
、
枝
肉
価
格
の
低

迷
、
生
乳
需
要
の
緩
和
な
ど
、
依
然

と
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
、
生
産
現
場
等
に
お
け
る
取

組
み
を
よ
り
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
酪
農
畜
産
農
家
に
対
す
る
所

得
保
障
対
策
、
生
産
基
盤
対
策
、
資

金
対
策
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
意

見
書
が
可
決
さ
れ
、
衆
参
両
院
議

長
ほ
か
関
係
省
大
臣
宛
に
提
出
し 

ま
し
た
。 

１３    議会だより ８２号 


